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ブルズアイ構造は金属表面に作成した同心円状の凹凸からなる回折格子とその中心に開いた

サブ波長スケールの円孔によって構成される構造である。回折格子の共鳴周波数において異常透

過現象を示すことから注目を集めてきた。我々は THz 波信号伝送を見据え、ブルズアイのアンテ

ナとしての応用を検討してきた[1]。今回、ブルズアイ結合導波路構造において入射偏光による位

相の制御性が見出されたのでこれを報告する。 

ブルズアイの特徴として回転対称性があることから、直線偏光、垂直入射時に偏光方向に依存

しない透過性を有する。また、中心の円孔のサイズが波長よりも小さいことから透過した電磁波

は、一般に高い波数成分を持っている。このことに着目すると、裏面に導波路構造のような伝搬

可能なチャネルを設けるとき、結合にロバスト性が生まれることが期待できる。いま、裏面に面

内を伝搬するストリップ線路状の導波路があり、円孔を透過した電磁波が導波モードへ結合する

ことを考える（図１）。入射偏光が導波方向 x と平行な場合、対称面に対して入射する電磁場が反

対称（奇パリティ）に分布することから伝搬するモードもそれに伴って位相が逆となる。一方で

偏光方向を対称面に対して平行な y 方向にして入射すると伝搬するモードは x の正負に対して同

相（偶パリティ）になることが期待できる。その上で、ストリップ線路を円孔の直上からあえて

y 方向にずらして配置することを考える。この場合、x 偏光、y 偏光いずれの入射偏光に対しても、

導波路を伝搬するモードは、最低次の伝搬モードと結合することができる。入射偏光を xy 面内で

回転させたとき x 正負の方向へ伝搬する電磁場は形式的に 

(
𝐸+𝑥

𝐸−𝑥
) = (

𝐴 cos 𝜃 𝑒𝑖𝛼 + 𝐵 sin 𝜃 𝑒𝑖𝛽

𝐴 cos 𝜃 𝑒𝑖𝛼 − 𝐵 sin 𝜃 𝑒𝑖𝛽
) 𝑒−𝑖𝜔𝑡  

として与えることができる。𝐴, 𝐵は円孔から導波モー

ドへの結合率、𝛼, 𝛽は結合時の位相遅延、𝜃は入射偏

光の y 軸からの傾きを表す。これは偏光の向きによっ

てｘ正負の方向に進む電磁波間の位相差を制御でき

ることを意味する。当日は電磁場の数値計算結果も交

え議論する。 
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図 1 概念図。入射偏光によってストリッ

プ線路の伝搬モードの+/-x 間での位相の

偶奇性が変えられる。 
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